
 

 

 

 

 

 

 

 １２月１５日に開催された「全国コミュニテ

ィ・スクール研究大会 by鳥取県南部町」に参加

してきました。参加者は会場参加とオンライン

参加で１６００名を超える参加者があり、南部

町ではこれだけの参加者を収容できる会場がな

いということで、南部町から車で約２０分の距

離にある米子市で開催されました。会場は米子

市ですが、南部町の町役場の職員が大会をバッ

クアップされるなど、町が一体となってコミュ

ニティ・スクールの推進に取組まれていること

が伝わってきました。今大会では「コミュニテ

ィ・スクール その先へ ～今こそ魅せる 大人

の本気～」をテーマに掲げています。コミュニ

ティ・スクールは“学校の・・・”と受け取ら

れがちなところがあります。これまではどちら

かというと、“学校支援”や“How to コミュニ

ティ・スクール”といった色合いが強かったよ

うに感じていましたが、今大会では大会テーマ

にあるように、コミュニティ・スクールはすで

に子どもたちが生きる、“未来の社会づくり、

未来のまちづくり”を見据えている段階に入ったと強く感じました。コミュニティ・スクールを

推進する中で、「学校と地域とはよく連携しているので、コミュニティ・スクールとしては動い

ている」、「教員不足、教育課程、不登校・・・、課題が山積する中でコミュニティ・スクール

に力をいれられない」といったことを耳にします。しかし、コミュニティ・スクールはそうした

ことも含め、学校づくりと地域づくりを一体的に進めるプラットフォームとして位置付けられて

います。“今こそ魅せる 大人の本気”という言葉には、「大人から子どもまで生涯にわたって楽

しく学び、豊かな人生を築いていく“生涯学習のまちづくり”をすすめ、コミュニティ・スクー

ルが地域に根付かせる」という南部町の強い意志が表現されていると思います。 

 今大会に参加しながら、全国に先駆け「人間優先の住みがいのあるコミュニティづくり」を市

政運営の柱として取組はじめ、地域のまちづくりの拠点として小学校にコミュニティセンターを

置き “市民参画”・“情報共有”・“協働”をキーワードにコミュニティづくりを進める明石市

明石のコミュニティ・スクール 

未来にむけて 学びをかえる  

未来を創り 社会を支える 新たな学びと育ちのシステムづくり 
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 「全国コミュニティ・スクール研究大会」に参加してきました 



にとってコミュニティ・スクールが学校づくりと地域づくりのプラットフォームとしての土壌が

あることを改めて感じました。 

先日ある研修会で“地域循環共生圏という考え方”を初めて耳にしました。そこで環境省のホ

ームページをみると次のように書かれていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これを見ると、今回「全国コミュニティ・スクール研究大会 by鳥取県南部町」で感じたこれか

らのコミュニティ・スクールの姿と重なってくるのは私だけでしょうか。コミュニティ・スクー

ルが、学校づくりと地域づくりを一体的に進めるプラットフォームとして位置付けられている意

味が見えてくるのではと思います。大会の様子は次号より随時報告させていただきます。 

 

 今月も明石小学校で毎月１回開催されている“にじいろの会”に参加させていただきました。 

 今回もいろいろなお話を聞くことができました。 

子どもが“「明日は行く」と聞くと、安心し、それを言わせようとしてしまう。そんな自分自

身にウソをついているからしんどくなる、そのことでよけいに子どもがしんどくなる。”といっ

た話から、お母さん自身が日常生活の自分の時間を持つと心が元気になる、心が元気になると体

も元気になるといった話がとても勉強になりました。 

その後、ネットでこんな記事が目にとまりました。 

 この記事を読みながら、明石小での“にじいろの会”の大切さを改めて感じました。 

 生の声を聞きながら、対話ができる場が広がっていけばいいなと思います。 

                                 （文責：北本） 

 明石小学校“にじいろの会” 

不登校の子どもの親「自分を責めた」約 7割  

専門家「あなたは悪くない」苦しむ親に呼びかけ 

「いまだに、『不登校は親の責任』『甘やかし』と考える人が一定数います。そうし

た人たちは、不登校の親の声を聞いたことがないのだと思います」 

 教育機会確保法を知っていたとしても、法律ができた背景や親の気持ちを体感とし

て理解できていないのではないかという。「現場の教員も、親を責めているつもりは

なくても、『頑張って学校に連れてきてください』などと働きかけを 

することが少なくありません。その結果、親は子どもが不登校になる 

と、自分が悪いと自らを責めることになってしまいます」 

https://dot.asahi.com/articles/-/208767 

 

地域循環共生圏とは日本が目指す持続可能な社会の姿です。 

2018年、国の第 5次環境基本計画で掲げられました。都市も地方も多くの課題が山積

するなか、それぞれの地域が主体的に「自ら課題を解決し続け」、得意な分野でお互い

に支えあうネットワークを形成していくことで、地域も国全体も持続可能にしていく

「自立・分散型社会」です。 

地域で環境・社会・経済の課題を同時解決する事業を生み出していくことから「ロー

カル SDGs」とも呼ばれています。 

 

https://dot.asahi.com/articles/-/208767

